
為替週間展望＝ドル円は底堅く推移か

　　　　　　　　　　［１１月１１日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    11 月 4 日～ 11 月 8 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  108.21   109.49( 7)    108.18( 4)    109.27   +1.08

ユーロ・ドル  1.1165   1.1175( 4)    1.1036( 7)    1.1050   -0.0116

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    23,391.87     +541.10     日本10年債利回り  -0.056   +0.120

ダウ平均株価    27,674.80     +327.44     米10年債利回り     1.917   +0.207

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

１１日　日本９月機械受注高

　　　　日本９月経常収支

　　　　英第３四半期国内総生産（ＧＤＰ）速報値

　　　　英９月鉱工業生産指数、英９月製造業生産指数、英９月貿易収支

１２日　英１０月雇用統計

　　　　独１１月ＺＥＷ景況感指数

１３日　ＮＺ準備銀行（ＲＢＮＺ）政策金利

　　　　独１０月消費者物価指数確報値

　　　　英１０月消費者物価指数、英１０月生産者物価指数、英１０月小売物価指数

　　　　ユーロ圏９月鉱工業生産指数

　　　　米ＭＢＡ住宅ローン申請件数

　　　　米１０月消費者物価指数

　　　　米１０月財政収支

１４日　日本第３四半期国内総生産（ＧＤＰ）１次速報

　　　　豪１０月雇用統計

　　　　中国１０月小売売上高、中国１０月鉱工業生産指数

　　　　独第３四半期国内総生産（ＧＤＰ）速報値

　　　　スイス１０月生産者・輸入価格

　　　　英１０月小売売上高

　　　　ユーロ圏第３四半期域内総生産（ＧＤＰ）改定値

　　　　米１０月生産者物価指数、米新規失業保険申請件数

１５日　日本９月鉱工業生産指数確報値

　　　　ユーロ圏１０月消費者物価指数、ユーロ圏９月貿易収支

　　　　米１０月小売売上高、米１１月ＮＹ連銀製造業景気指数

　　　　米１０月輸入価格指数

　　　　米１０月鉱工業生産・設備稼働率

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】米中協議への不透明感は根強く残り、ドル円はやや上値の重い展開

が見込まれるが、ドル円は堅調な日米の株価などが支えとなって、大きく崩れにくい地

合いとなっており、ドル円は１０７～１０８円台でのもみ合いが見込まれるとした。

　　　　

【米中合意期待でドル円は堅調な推移】

　米中貿易協議の進展への期待感が米株高につながり、４日にはＮＹダウ、ナスダッ

ク、Ｓ＆Ｐ５００の主要３指数がそろって過去最高値を更新した。５日の日経平均は４

００円超の大幅高となり、ドルも堅調な動きを見せており、ドル円は１０８円台後半ま
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で上昇した。

　　

　５日の米国市場では１０月の米ＩＳＭ非製造業景況指数が５４．７となり、大方の事

前予想の５３．５や前回の５２．６を上回ったことで、米国の景気減速への警戒感が後

退した。米中貿易協議の進展期待もあり、ドル円は１０９円台に乗せた。なお、この日

の米国株は、ＮＹダウとナスダックは小幅ながら上昇した。過去最高値を更新したもの

の、このところの上昇から利益確定の売りも出やすく、上げ幅を抑えられた。

　　

　ただ、６日に貿易協議の部分署名の時期が当初予定されていた１１月から１２月にず

れ込むと可能性があると報じられた。これを受けて米国株は伸び悩み、ＮＹダウは小幅

安で引けた。７日には、米中両国が追加関税を段階的に撤廃することで合意したと報じ

られたことで、米株高、ドル高の動きとなり、ドル円は一時１０９円台半ばまで上昇し

た。

　　

　米第３四半期国内総生産（ＧＤＰ）速報値、米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）、米

雇用統計、米ＩＳＭ製造業景況指数、米ＩＳＭ非製造業景況指数といった注目度の高い

イベントや経済指標を通過する中でも、ＦＯＭＣと並んで米中貿易協議の先行きは市場

に影響を与える大きな材料となった。

　　

　ドル円は引き続き米中貿易協議の動向に左右されるとみられる。米中首脳による署名

が１２月にずれ込むとしても、両国から合意に向けて前向きなコメントが出てきてお

り、米国株やドルの下支え要因になるとみられる。こうした中、ドル円は底堅い推移が

続きそうだ。一段と上昇すれば１１０円の大台に乗せる可能性も出てきそうだ。ドル円

の目先の予想レンジは、１０７．７５～１１０．５０円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、１１日に日本９月機械受注高、日本９月

経常収支、１３日に米ＭＢＡ住宅ローン申請件数、米１０月消費者物価指数、米１０月

財政収支、１４日に日本第３四半期国内総生産（ＧＤＰ）１次速報、米１０月生産者物

価指数、米新規失業保険申請件数、１５日に日本９月鉱工業生産指数確報値、米１０月

小売売上高、米１１月ＮＹ連銀製造業景気指数、米１０月輸入価格指数、米１０月鉱工

業生産・設備稼働率などがある。

　　

【ユーロドルは上値の重い動きか】

　ユーロドルは１．１１台後半まで上昇した後は下げに転じている。日足チャートでは

ダブルトップをつけた格好となっている。ダブルトップの谷間の安値（１．１０７４ド

ル）、いわゆるネックラインを割り込んでおり、上値の重さが感じられる動きとなって

いる。

　　

　ドルの堅調さを受けてユーロドルは上値の重い展開を見せている。米中貿易協議の進

展期待などを背景に米国株が過去最高値を更新するなど堅調な動きを見せるとともに、

ドル買いの動きにつながっている。ユーロドルは軟調な地合いが続いて、下値を探る動

きとなりそうだ。ユーロドルの目先の予想レンジは、１．０９５０～１．１１７５ド

ル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、１１日に英第３四半期国内総生産（ＧＤ

Ｐ）速報値、英９月鉱工業生産指数、英９月製造業生産指数、英９月貿易収支、１２日

に英１０月雇用統計、独１１月ＺＥＷ景況感指数、１３日にＮＺ準備銀行（ＲＢＮＺ）

政策金利、独１０月消費者物価指数確報値、英１０月消費者物価指数、英１０月生産者

物価指数、英１０月小売物価指数、ユーロ圏９月鉱工業生産指数、１４日に豪１０月雇

用統計、中国１０月小売売上高、中国１０月鉱工業生産指数、独第３四半期国内総生産

（ＧＤＰ）速報値、スイス１０月生産者・輸入価格、英１０月小売売上高、ユーロ圏第

３四半期域内総生産（ＧＤＰ）改定値、１５日にユーロ圏１０月消費者物価指数、ユー

ロ圏９月貿易収支などがある。
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※投資や売買については御自身の判断でお願いします。
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